
様式第２号

事　業　名

箇　所　名 市町村名 日向市

（上段は前回、下段は今回）

実 施 方 法

採択年度 再評価年度 完了予定年度

R2 R6

R7 R11

事業費 用地

2,844 2,014 71 －

2,844 2,364 83 －

事業効果(B/C) 対応方針原案

1.21 継続

1.18 継続

全 体 計 画

＜参考＞森林整備状況（直近１０ヶ年）

単位：ha

計画 実績(R6現在)

主伐 31 34

間伐 129 2

造林 23 28

保育 31 132

計 214 196

事 業 概 要

進捗率（％）

対象選定理由

事 業 進 捗

再評価の概要

既投資額
（百万円）

①全体計画延長：１３，８００ｍ
　　　　　起点：日向市東郷町下三ヶ字板山（坪谷地区）
　　　　　終点：日向市東郷町山陰字庭田　（寺迫地区）
②利用区域内の森林の現況
　　　　　利用区域面積　：８７７ha
　　　　　うち民有林面積：８７７ha
　　　　（うち人工林　　：３７８ha）

＜林道開設＞
　全体延長　１３，８００ｍ
　総事業費　　２，８４４百万円
　事業期間　平成１７年度～令和１１年度（２５カ年）

＜林道区分＞森林基幹道
　自動車道区分　第２種２級
　車道幅員　　３．０ｍ
　全幅員　　　４．０ｍ

区分
H27-R6

事　業　再　評　価　シ　ー　ト

地方創生道整備推進交付金事業

H17

□補助　　■交付金　　□県単

森林基幹道　西林・神陰線

事 業 期 間

全体事業費
（百万円）

再々評価後５年経過

再々々評価後５年経過



事 業 目 的

事業の進捗状況

社会情勢等の変化

　　スギ素材生産量（全国１位） 県全体　 令和６年 1,728 千m3

　　国産材製材品出荷量（全国２位） 県全体　 令和６年 882 千m3

②資源の充実から利用可能な林分が増えており、今後は、主伐や長伐期施業の増加が見込まれる。

　　民有人工林

県全体(R6) 耳川流域(R2)

保育管理が必要な７齢級以下 23% 30%

収穫可能な８齢級以上 77% 70%

　　本路線の利用区域内における状況

378ha 78%

　　スギ素材価格（中丸太）

事業採択時(平成17年） 11,800 円／m3

現在(令和４年) 17,700 円／m3

④現在も地域住民からの早期完成が望まれている。

○現在の事業進捗状況
　令和６年度末現在　　　事業費進捗率：８３％（2,364百万円／2,844百万円）
　　　　　　　　　　　　延長進捗率　：７３％（10,043m／13,800m）

○今後の事業進捗見込み
　完成区間は既に供用を開始しており、残りの区間（３，７５７ｍ）については引き続き整備を図り、令
和１１年度までには完成する予定である。

民有人工林
面積

うち収穫可能な面積

296ha

①利用可能な森林資源の充実やバイオマス利用の動きなどを背景に、安定供給可能な資源として国産材へ
の期待が高まっている。

（8齢級以上）

○目的と必要性
　日向市東郷町坪谷地区と寺迫地区を結ぶ森林基幹道を開設することにより、
　①効率的な森林経営や森林の適正な管理
　②集落間連絡道の確保や災害時における迂回路的機能の発揮
　③県内外からの森林の総合利用を目的としたアクセス道としての活用

○計画での位置付け
　地域再生計画、民有林林道整備計画及び地域森林計画による

○事業を継続する必要性
　林業生産の基盤や災害時等に地域住民の県道等のバイパス道として重要な役割を果たす路線であり、地
元住民等からも早期完成、供用開始の強い要望があるなど重要な路線であることから、事業継続が必要で
ある。

③スギ素材価格（中丸太）は事業採択時に比べて上昇し、近年17,000円台で推移している。

割合

　当路線は、完成が間近であることに加えて、非常時におけるバイパス的役割等多様な用途が期待されて
いることから、早急な完成が望まれている。



事業効果の分析

○費用対効果（Ｂ／Ｃ）

項目 金額（千円） 項目 金額（千円）

木材生産等便益 371,587 事業費 4,646,407

森林整備経費縮減等便益 5,092,396

森林の総合利用便益 28,699 合計 4,646,407

総便益（Ｂ）／総費用（Ｃ）

合計 5,492,682

○事業を継続することの事業効果分析

①林業生産性向上による低コスト化

②九州自然歩道へのアクセス強化

○開設効果指数

コスト縮減

代替案の可能性

対応方針

　現行の計画線形は、山腹斜面、沢筋等の地形・地質・林況等を十分に検討し、切土と盛土のバランスを
とり、切土量を極力少なくするように努め、経済的な線形となっている。
　このため、代替案は示していない。

　事業継続が妥当であると考える。

総便益（Ｂ） 総費用（Ｃ）

　切土量を抑制するため、可能な限りL型擁壁工やかご枠擁壁工等を採用している。また、当林道外への
残土運搬経費の縮減を図るため、現場内盛土施設の設置に努めている。

　生産指数　＋　育林指数　＝ 5.45 ≧ 1.2

1.18

　　　　　＝
37.0

＝ 0.04

・生産指数＝
蓄積計

民有林針葉樹面積×100＋民有林広葉樹面積×30

　　　　　＝
280,579

370＋497

5.41
370×100＋497×30

・育林指数＝
利用区域内の３齢級以下の面積

民有林針葉樹面積＋民有林広葉樹面積

＝



様式第３号

位置図（管内図）

全体計画延長
13,800m

未完成区間
3,757m

森林基幹道 西林・神陰線


